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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年5月18日(2017.5.18)

【公開番号】特開2017-35551(P2017-35551A)
【公開日】平成29年2月16日(2017.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-007
【出願番号】特願2016-219311(P2016-219311)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月28日(2017.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が可能な遊技機であって、
　所定条件の成立に基づいて遊技者にとって有益な価値を付与する価値付与手段と、
　前記価値付与手段により価値を付与するか否かを事前決定する事前決定手段と、
　遊技者にとって有利な状況であるか不利な状況であるかを示す所定の指標表示を表示す
るとともに、該指標表示に作用して指標表示を遊技者にとってより不利な指標表示に変化
させる作用表示を表示して指標表示を変化させ、該変化した後の指標表示によって前記価
値付与手段により価値が付与される可能性を前記事前決定手段の決定結果に基づいて予告
する予告演出を実行する予告演出実行手段と、
　を備え、
　前記予告演出実行手段は、
所定の指標表示として複数の指標構成表示を表示し、表示されている複数の指標構成表示
の数を減少させることで、前記指標表示を遊技者にとってより不利な指標表示に変化させ
、
前記予告演出を第１演出期間と該第１演出期間よりも短い第２演出期間にて実行可能であ
り、
　前記価値付与手段により有益な価値が付与されるときには、前記第２演出期間の予告演
出が実行されやすい
ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、遊技が可能な遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機は、
　遊技が可能な遊技機であって、
　所定条件の成立に基づいて遊技者にとって有益な価値を付与する価値付与手段と、
　前記価値付与手段により価値を付与するか否かを事前決定する事前決定手段と、
　遊技者にとって有利な状況であるか不利な状況であるかを示す所定の指標表示を表示す
るとともに、該指標表示に作用して指標表示を遊技者にとってより不利な指標表示に変化
させる作用表示を表示して指標表示を変化させ、該変化した後の指標表示によって前記価
値付与手段により価値が付与される可能性を前記事前決定手段の決定結果に基づいて予告
する予告演出を実行する予告演出実行手段と、
　を備え、
　前記予告演出実行手段は、
所定の指標表示として複数の指標構成表示を表示し、表示されている複数の指標構成表示
の数を減少させることで、前記指標表示を遊技者にとってより不利な指標表示に変化させ
、
前記予告演出を第１演出期間と該第１演出期間よりも短い第２演出期間にて実行可能であ
り、
　前記価値付与手段により有益な価値が付与されるときには、前記第２演出期間の予告演
出が実行されやすい
ことを特徴としている。
　また、本発明の手段１に記載の遊技機は、
　所定の遊技が可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　所定条件の成立（例えば、変動表示の結果が大当り図柄となること）に基づいて遊技者
にとって有益な価値（例えば、大当り遊技）を付与する価値付与手段（例えば、遊技制御
用マイクロコンピュータ１００がステップＳ１１５の大当り開放中処理を実行する部分）
と、
　前記価値付与手段により価値を付与するか否かを事前決定する事前決定手段（例えば、
遊技制御用マイクロコンピュータ１００がステップＳ１１０の特別図柄通常処理を実行す
る部分）と、
　遊技者にとって有利な状況であるか不利な状況であるかを示す所定の指標表示（ドッヂ
ボールの味方表示、バッテリーの残量に応じた色、チケットの材質等）を表示するととも
に、該指標表示に作用して指標表示を遊技者にとって不利な方向に変化させる作用表示（
ドッヂボールの敵がボールを投げる演出表示、バッテリーに接続される家電が電力を吸い
出す演出表示、ハサミがチケットを切る演出表示）を表示して指標表示を変化（ボールが
当たってアウトになることによる味方の減少変化、家電が接続されることによるバッテリ
ー残量の減少による色の変化、チケットの切り残りしろの減少変化）させ、該変化した後
の指標表示（味方が残っているか否か、バッテリーが残っているか否か、チケットの切り
残りしろがあるか否か）によって前記価値付与手段により価値が付与される可能性を前記
事前決定手段の決定結果に基づいて予告する予告演出（ドッヂボール予告、バッテリー予
告、チケット予告）を実行する予告演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が変
動表示中演出処理においてステップＳ５４３の予告演出動作制御処理を実行する部分）と
、
　を備え、
　前記予告演出実行手段は、前記予告演出を異なる演出期間（例えば、最も予告期間の長
いＡ秒、Ａ秒よりも予告期間の短いＢ秒、最も予告期間の短いＣ秒）にて実行可能であっ
て、前記価値付与手段により有益な価値が付与されるときには、有益な価値が付与されな
いときよりも高い割合にて演出期間が短い前記予告演出を実行する（例えば、演出制御用
ＣＰＵ１２０が変動中予告演出設定処理のステップＳ８０２を実行することで、変動表示
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結果が「大当り」である場合は、変動表示結果が「はずれ」である場合よりも高い割合で
予告期間がＣ秒に決定される）
ことを特徴としている。
　これらの特徴によれば、有益な価値が付与される可能性が高い予告を短い時間で実行す
ることができるので、興趣を向上できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の手段２の遊技機は、手段１に記載の遊技機であって、
　前記予告演出の開始時において表示される指標表示の初期指標を、遊技者にとっての有
利度合いが異なる複数の指標表示のうちから前記事前決定手段の決定結果に基づいて決定
する初期指標決定手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が変動中予告演出設定処理のス
テップＳ８０２においてドッヂボール予告演出における演出開始時の味方数、演出開始時
のバッテリーの残量、チケットの材質を決定する部分）を備え、
　前記予告演出実行手段は、前記初期指標決定手段にて決定された指標表示を初期指標と
して表示する（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が予告演出動作制御処理のステップＳ６
０２を実行する部分）
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、予告演出において表示される初期指標が事前決定手段の決定結果に
応じて異なるようになるので、予告演出の興趣を向上できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の手段３の遊技機は、手段１または手段２に記載の遊技機であって、
　前記予告演出において表示される作用表示を、遊技者にとって不利な方向に変化させる
度合いが異なる複数の作用表示のうちから前記事前決定手段の決定結果に基づいて決定す
る作用表示種類決定手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が変動中予告演出設定処理の
ステップＳ８０２において多い敵数や消費電力の多い家電やサイズの大きなハサミを決定
する部分）を備え、
　前記予告演出実行手段は、前記作用表示種類決定手段にて決定された種類の作用表示を
表示して、該種類の作用表示に対応した度合いにて指標表示を変化させる（例えば、ドッ
ヂボールの敵数が多いほど味方の減少度合いが多く、家電の消費電力が多いほどバッテリ
ーの減少度合いが多く、ハサミの大きさが大きいほど１回の切りしろが大きい）
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、予告演出において表示される作用表示が事前決定手段の決定結果に
応じて異なるようになるので、予告演出の興趣を向上できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の手段４の遊技機は、手段１～手段３のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記予告演出の期間を示唆する予告演出期間示唆手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２
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０が予告演出動作制御処理のステップＳ６０２において、演出表示装置５にドッヂボール
予告、バッテリー予告、チケット予告の予告期間を表示し、該予告期間をカウントダウン
表示していく部分）を備える
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、予告演出の期間が短いのか否かが示唆されるので、有益な価値が付
与される遊技者の期待感を効果的に高めることができる。
　尚、予告演出の期間は、予告演出の開始時においてだけ予告演出の期間を示唆するもの
であっても良いし、予告演出の期間中において予告演出の残り期間を継続して示唆するも
のであっても良い。また、これらの示唆は、予告演出の時間や残り時間自体を、数値や棒
状グラフによる進行状況表示等により直接示唆するものに限らず、例えば、所定のアイテ
ム表示の数や大きさ等により、予告演出の時間や残り時間を示唆するものであっても良い
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の手段５の遊技機は、手段４に記載の遊技機であって、
　遊技者が操作可能な操作手段（例えば、プッシュボタン３１Ｂ）を備え、
　前記予告演出期間示唆手段は、実際の予告期間よりも長い期間を示唆する第１示唆を実
行し（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が予告演出動作制御処理のステップＳ６０２にお
いて、変動中予告演出設定処理のステップＳ８０２で決定された予告期間であるＸ秒より
も長い期間であるＺＺ秒を表示する部分）、前記予告演出において前記操作手段が操作さ
れたときに実際の予告期間または実際の予告期間に近づけた予告期間を示唆する第２示唆
を実行する（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が予告演出動作制御処理のＳ６２２を実行
する部分）
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、操作手段を操作することで予告期間が短縮されたような演出を構築
できるので、予告演出の興趣を向上できるとともに、遊技者の操作意欲を向上できる。
　尚、実際の予告期間とは予告演出が実際に実行される演出期間であり、実際の予告期間
に近づけた予告期間とは、第１示唆にて示唆した期間よりも短いとともに実際の予告期間
よりも長い期間である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の手段６に記載の遊技機は、手段１～手段５のいずれかに記載の遊技機であって
、
　遊技者が操作可能な操作手段（例えば、スティックコントローラ３１Ａ）を備え、
　前記予告演出期間示唆手段は、前記予告演出における前記操作手段の操作に応じて前記
作用表示を無効化する演出または前記作用表示による前記指標表示への作用を阻害する演
出を実行する（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が予告演出動作制御処理のステップＳ６
０２を実行することで、表示されている味方を移動させ、敵から投げつけられるボールを
回避させるように操作する部分）
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技者は、操作手段を操作することで、作用表示を無効化できるよ
うになったり、指標表示への作用を阻害できるようになったりするので、予告演出の興趣
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を向上できるとともに、遊技者の操作意欲を向上できる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の手段７に記載の遊技機は、手段５または手段６に記載の遊技機であって、
　前記予告演出期間示唆手段は、前記予告演出において前記操作手段が操作されないとき
（例えば、プッシュボタン受付け中フラグがセットされているプッシュボタン受付け期間
においてプッシュボタン３１Ｂの操作がないとき）には、前記作用表示による前記指標表
示への作用を促進する演出を実行する（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が予告演出動作
制御処理のステップＳ６１１を実行する部分）
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、操作を行わないと指標表示への作用が促進されるので、遊技者の操
作をより促進できる。
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